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令和 7年度 北海道 SDGs連携会議 議事録 

 

日時 令和 8年（2026年）1月 29日（木） 13:30～14:35 

場所 北海道立道民活動センター（かでる２・７） 620会議室  

 

【出席者】 

○構成員  京野 尚、久保田 学、佐々木 美穂、橋長 真紀子、出村 誠、安井 早紀、柳川 雅昭 

【五十音順、敬称略、橋長氏・柳川氏はオンラインによる参加】【7名出席】 

○北海道  石井計画局長、諸岡計画推進課長、安藤計画推進課主幹、石本主査 

  

（諸岡計画推進課長）  

それではお時間となりましたので、北海道 SDGs連携会議を開会させていただきます。 

私は本日の司会を務めます北海道計画推進課の諸岡と申します。よろしくお願いいたします。 

会議開催に先立ちまして、連絡等がございます。 

本日の会議は、公開での開催とさせていただいており、議事録につきましては、後日、道のホームページ

で発言者のお名前入りで公開させていただきます。 

本日、橋長委員、柳川委員におかれましては、オンラインでの参加となっております。また、柳川委員は、

現在、JR で移動中とのことですので、ご意見等がある場合は、チャットでコメントいただくこととしてござ

います。 

本日の議事ですが、次第のとおり、（１）座長の選出、（２）報告、（３）意見交換としております。 

資料はお手元に配布、事前送付しておりますとおり、資料１－１～３、資料２ー１・２、北海道 SDGs連携会

議開催要領、参考資料１～３でございます。 

不備等がございましたら事務局までお知らせください。それでは開会に当たりまして、総合政策部計画

局長の石井よりご挨拶を申し上げます。 

 

（石井計画局長） 

北海道総合政策部計画局長の石井でございます。 

本日はご多忙の中、ご出席いただき、お礼申し上げます。またオンラインでご参加いただいております橋

長先生、誠にありがとうございます。柳川様は、まだ接続が整っていないようですので、接続次第、ご参加

いただければと思っております。 

皆様には、日頃から SDGs の普及や推進に、それぞれのお立場から取り組んでいただいており、本日、

道の取組にご意見をいただけますことに改めてお礼申し上げます。 

現在、国ではエネルギーや食・経済といった面での安全保障を重視する方向性の政策が出され、私ども

もその対応を含め、色々と検討を進めているところでありますが、一方で安全保障を支える平和や豊かさ

といった社会経済をより良くしていこうという動きが何より大事となっていると思っております。 

道としても、目指す姿を世界で共有し、共に取り組む SDGs の取組を、道の総合計画で横串を刺しなが

ら、各分野の計画に SDGs の考えを取り込み、可視化させ、一層普及していく取組を進めてまいりたいと

考えております。今後に向けては、そうした取組を一層深め、着実に進めてまいりたいと考えておりますの

で、そうした取組について皆様からご意見を頂戴できればと思っております。本日は何卒よろしくお願いい

たします。 
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（諸岡計画推進課長） 

 それでは議事に入らせていただきます。 

 最初に議題 1として、座長の選出を行いたいと思います。 

今回、委員の構成が変わりましたので、北海道 SDGs 連携会議開催要領の４に基づき、改めて座長を選

出することになっております。 

座長は構成員の互選によることとしておりますが、この場で立候補や推薦がございましたら、お願いした

いと思います。皆様、いかがでしょうか。 

特に無いようでしたら、事務局からの提案として、前期に引き続き、北海道大学の出村様にお願いしたい

と考えておりますが、いかがでしょうか。（了承） 

ご賛同が得られましたので、座長は出村様とさせていただきたいと思います。それではここからの進行は

座長にお願いしたいと思います。出村座長、よろしくお願いいたします。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

それでは北海道大学の出村が座長を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いします。 

今、話がありましたように世界は激動し、変化の年になってきておりますが、こうした中でも何かの形で

SDGsにつながってきますので、身近なところから幅広く続けていくことが大事かと思います。 

それでは初めての会議となりますので、名簿の順に従いまして、簡単に自己紹介をお願いしたいと思い

ます。最初に、私から始めさせていただきます。 

私は北海道大学のサステイナビリティ推進機構に所属しております。そこでは北大全体の SDGs、そして、

その先に繋がるサステイナビリティに関して、大学全体でどのように進めていくのかという取り組みのまと

め役を行っております。 

教育の方でも、ＳＤＧｓ関連の授業が定着するよう取り組んだり、最近話題になっているＡＩをどのように

教育に活用するか取組をしている先生方が沢山増えてきており、事例をご紹介できればと思います。どう

ぞよろしくお願いします。それでは続きまして、京野様、お願いします。 

 

（北海道市長会 京野 尚） 

北海道市長会の京野と申します。 

私どもは、地方六団体と言われ、町村会とともに市町村の行政課題や地域課題など様々な分野について、

国の機関や北海道、北海道議会議員の方々に対して、様々な提案や要望を主に行っている団体です。 

市長会は、これまでは要請が主体だったのですが、最近は、例えば、北大の学生の方々や民間企業と連携

して地域課題を解決するような取組を新たに進めております。 

今後とも、要請だけではなく SDGs につながるような取組も含め進めていきたいと思っております。よ

ろしくお願いします。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

久保田様、お願いします。 

 

（北海道環境財団 久保田 学） 

北海道環境パートナーシップオフィスの久保田と申します。 

環境パートナーシップオフィスは、環境省が全国８箇所で、それぞれ地域の経営団体と環境省の出先機関
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である地方環境事務所とが共同で運営しているプロジェクトオフィスでありまして、私は環境省ではなく、

北海道環境財団の職員でございます。 

そこでは、ＳＤＧｓを地域の様々な活動や立場にどのように実装していくのかというローカルＳＤＧｓ（環

境省の事業でいうと地域循環共生圏という堅い名称があるのですが）をテーマに進めており、一言で言う

と、地域資源を活かして環境・社会・経済の地域課題を合法的に解決していく、そのために色々な手段を使

って、様々な場や連携を作り出していくことを仕事としております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

佐々木様、お願いします。 

 

（JICA北海道 佐々木 美穂） 

独立行政法人国際協力機構 JICAの佐々木と申します。本日はよろしくお願いいたします。 

JICA は海外において、約 150 の国と地域で活動をしていることが一般的に知られていると思います

が、日本国内にも 15 の拠点を設けており、私は国内拠点の一つである札幌にある北海道センターから参

っております。 

ＳＤＧｓの取り組みにつきましては、先ほど出村先生より身近なところから国際課題までとＳＤＧｓの取組

をおっしゃられてましたが、我々もまさにそのように考えております。JICA 全体としては国際課題への対

応、そしてＪＩＣＡ北海道としては、身近なことへの対応ということが言えるかもしれません。 

北海道センターでは主に研修員の方々の受け入れ、北大様にもかなりの人数を毎年受け入れていただい

ておりますが、そうした事業のほか、協力隊の派遣を含めた募集や帰国後の支援、また道内企業の開発途

上国への進出の後押しなどもさせていただいております。本日はよろしくお願いいたします。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

橋長様お願いいたします。 

 

（札幌学院大学 橋長 真紀子） 

橋長です。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

本日は東京にいるためオンラインでの参加とさせていただきます。 

私は札幌学院大学の経済経営学部において、消費者行動論という科目を主に教えてます。 

通常、消費者行動論というとマーケティングの視点からの学問なのですが、私は消費者教育が元々のバ

ックボーンにありまして、市民の方々に、どのように持続可能な消費を意識づけていくと良いのかという視

点で授業や研究を行っております。 

最近はエシカル消費といって、消費者がより環境に配慮した行動、SDGs ももちろんそうですが、そうし

た行動を起こすための色々な要因分析等をしており、昨年、在外研究の機会をいただき 1 年間スイスに行

っていたのですが、現地の先進的な取り組みも幾つか見てきましたので、その辺も、情報としてご提供でき

ればと思います。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

安井様、お願いします。 
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（株式会社 Compath 安井 早紀） 

安井と申します。よろしくお願いします。 

旭川市の近くの東川町から参りました。株式会社 Compathの代表をしております。 

デンマークにあるフォルケホイスコーレという新しい形の生涯学習や社会教育のモデルを日本に持って

こられたらとの思いから、東川町で始めて 5年くらいでございます。 

サステナビリティやＳＤＧｓが叫ばれている中で、そこに関わる人材が圧倒的に不足しているという課題

があると思っておりまして、実際に何が起きているのかを授業や企業研修、フィールドワークなどを通じて、

できるだけ色々な方に関わっていただけたら良いのではないかと考えて、現在活動しております。本日は、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

柳川様は、現在、移動中のため、ご紹介を省略させていただき、ご意見等がございましたらチャットでい

ただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは議事に従いまして、進めていきたいと思います。 

最初は、（２）報告となります。資料１、資料２についてそれぞれ事務局から報告いただき、その後、（３）意

見交換へと進めていきますので、その際に皆様からご意見をいただけばと思っております。 

それでは、事務局から説明をよろしくお願いいたします。 

 

【道から資料１－１～２－２に基づいて説明】 

 説明内容省略・資料参照 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

ご説明ありがとうございました。 

ただ今、資料 1と資料２について説明いただきましたが、ご不明な点等がございましたらお受けしますの

で、委員の皆さまから発言をお願いします。いかがでしょうか。（発言なし） 

では、議事を進めていきたいと思います。次は（３）意見交換となります。意見交換に当たり、事務局から

参考資料の説明をお願いいたします。 

 

【道から参考資料３に基づいて説明】 

 説明内容省略・資料参照 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

ご説明ありがとうございました。 

それでは意見交換ということで、皆様のご経験がある分野で道の進め方と接点がある取組、あるいは接

点が無い取組であれば、どうしたら接点が得られるか、その他、困ってることなど様々なご発言をいただけ

ればと思っておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

 では、久保田様からお願いします。 

 

（北海道環境財団 久保田 学） 

SDGs に取り組むことで、実際、それがどのように本業に役に立ったのか、例えば、信頼が高まったり、
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企業であれば、それが本業の変革や成長にどのような効果があったのか、行政であれば、地域の中で新し

い動きにつながったとか、そうしたインパクト（効果）を何らかの形で把握できれば、より取り組みに関心を

持ち、加速していくのではないかと思います。  

少し調査が必要になるのかもしれないですが、SDGs を広めていく上では、どこまでそれぞれの本業の

本質に絡めて説明できるかというところになると思います。 

その裏返しでもありますが、いわゆるＳＤＧｓウォッシュへの対応は必要だと思います。私が知っている環

境分野では、脱炭素の潮流もあり、以前と比べると取組は主流化してきているのですけれども、グリーンウ

ォッシュが様々な形で出てきています。 

例えば、最近、話題になっているメガソーラーの問題は、気候変動対策には貢献するかもしれませんが、

他のゴールの視点からは全くＳＤＧｓ的ではありません。例えば認証制度のように取組の質を見極める仕組

みが必要になってきていると思います。 

そうした取組の質を高めていく上では、今日のご説明にもあったように、実際にサポートも進めておりま

すが、SDGs 全体だと少し難しいのかもしれないと思いますが、例えば、分野ごとにプラットフォーム的な

機能のようなものが、今後のＳＤＧｓ推進の仕組みの中にあると良いのではないかという気がします。 

どうしたら課題を解決していけるか、共通の課題を持った人は沢山いるはずなので、それぞれ関係する

分野の人たち同士で意見交換や交流をしながら進めていくような機能があれば良いのではと思います。部

分的には様々な分野でそうしたものもできておりますが、要は、そうしたＳＤＧｓの物差しで進めていく上で

は、課題別の分科会やテーマ別のワークショップができて、それを全て道庁でやってくださいということで

はなくて、我々EPO みたいなところもありますし、各分野でそれぞれ関わっている組織がありますので、そ

うしたところと組んで進めていければ良いのではないかと思います。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

どうもありがとうございました。 

多方面のユーザーとつながっていくということでは、京野様ですと、市長会を中心に色々な自治体と繋

がりがあったりとか、エリア毎に繋がりがあったりするのでしょうか。 

 

（北海道市長会 京野 尚） 

もともと行政にいましたが、何年か離れているので、今の実態はわからないのですが、市町村の上位計

画となる総合計画について、先ほどのお話ですと計画にＳＤＧｓを盛り込んでいるところが８割くらいと聞

いたので、行政は少なくとも 100％を目指すような取り組みをしていっても良いのかなと思っています。

実際のところでは、各市町村は、総合計画上はＳＤＧｓを載せていますが、施策事業とどう結びつけている

のかというところまでは、あまりできていないのではないかという気がしていますので、例えば行政では、

各施策事業をＳＤＧｓの理念や視点で語れるようにできれば良いのではないかと思います。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

どうもありがとうございました。 

橋長様はいかがでしょうか。 

 

（札幌学院大学 橋長 真紀子） 

先ほどのご説明があった資料 1－1 に北海道ＳＤＧ推進ネットワークの会員状況が書かれているのです
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が、これは道内に本社を置く企業だけが、会員になれるものなのでしょうか。 

というのは、現在、観光業がコロナ後に復活してきており、インバウンドもこれまでで最高の記録となって

ますが、グローバルなホテルや観光施設が続々と北海道に進出してきていますよね。 

その中では、観光客のサスティナブルな行動が、すごく重要になってくるのではないかと思っておりまし

て、例えば、列車への接触や農地への侵入など北海道の一次産業や企業に対して、良くない影響を与えて

いる観光客もいると思うのです。 

北海道はやはり食と観光が主要産業だと思いますので、それらをいかにサスティナブルにしていくかと

考えた時に、観光客への啓発もすごく大事ではないかと思っています。 

後志ではニセコがＳＤＧｓ未来都市になっていると思うのですが、資料 1－1 を見ると、先ほど後志地区

は、業種別だと建設業が多いというご説明がございまして、ここには多くのグローバルなホテルも存在して

おりますが、そうした企業は率先して北海道の環境を守るような事業活動をしているのだろうかというこ

とも関心がありますので、北海道として、企業や観光客に対しても、北海道の自然を守っていくような啓発

をしていくと良いのではないかと思いました。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

ありがとうございます。 

佐々木様はいかがでしょうか。 

 

（JICA北海道 佐々木 美穂） 

私どもから 2点ほど気づいた点がございます。 

1 点目は資料 1－1 ですが、資料の右下を見ますと、インセンティブが会員参加の要因として大きいこと

が分かります。先ほど久保田様がご発言されたように、取組によって具体的に何に繋がったのかという、イ

ンパクトやメリットのようなものを、会員の方やこれから会員になろうとする方にお知らせすることで、そう

いうメリットがあるならば入ろうかなとか、取り組んでみようかなとか、そうしたことに繋がっていくのでは

ないかと思っております。会員数は減らなければ良いということではなくて、やはりもう少し伸ばしていき

たいと考えると、会員になることによるメリットのようなものを、皆さんが感じられると良いのではと思い

ました。 

ウェブサイトでの事例紹介などはそうしたものの一助になるのかなと思いますし、北海道のウェブサイト

に掲載されることによって、ホワイト企業としてのイメージの向上ですとか、そうしたことを実際に会員の方

が感じられるかどうかはわかりませんが、JICA としてもそこに載せていただけるのは非常に光栄なことだ

と思っておりますので、そうしたところに皆さんが少しでもメリットなどを感じていけるようだと良いのか

なと思いました。 

もう 1 つ、全道セミナーですが、これは JICA も参加させていただき、参加した職員からは、企業間の交

流や会員間の交流が、非常に深まって良かったと聞いております。ただ一方で、先ほどのご説明にもござい

ましたが、参加いただいた方が、やや少なかったということも聞いております。 

全道セミナーをどのような形で行うのが良いのかということは、色々とご意見があるところかとは思い

ますが、私どもが行っているイベント等と比較して考えてみますと、少し固いところもあるのかなと思って

おります。 

一般の方が気軽に行ってみようかなというよりは、少し専門的なイメージがあるように見えまして、例え

ば普及啓発の中でＳＤＧｓのカードを使ったワークショップなどにも取り組まれているようですので、こうし
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たもう少しやわらかいような、あるいは若年層にも響くような取り組みが入っていても良いのかなと思い

ます。またセミナーだけだと、なかなか人は集まりにくいでしょうし、人集めに労力がかかるようではよろし

くないのではないかとも思っております。既存イベントで、自然に人が集まってくるような、例えば JICAの

イベント機会等もご活用いただいて、もう少し裾野を広く訴求するような形にできると良いのかもしれない

と思いました。 

JICAは帯広にもセンターを持っており、札幌と同じような形でイベントを開催しておりますので、道東の

方にもお運びをいただければ、より裾野拡大に繋がるのではと思います。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

どうもありがとうございます。 

参考資料 1に、今年のセミナーの概要版がございますので、ご確認ください。 

それでは最後に、安井様からお願いします。 

 

（株式会社 Compath 安井 早紀） 

2030 年まであと 5 年ということで、多くの企業や自治体の方などが SDGs の取組を進めていたり、

これから取り組もうとしている方が、たくさん増えてきている中で、もしかするとこれから先は、何かを広

めるというよりも、深めていくフェーズになってきているのかもしれないと全体としては感じております。 

その中で久保田様がおっしゃったとおり、これが本質的に取り組まれていることなのかそうでないのか、

SDGs ウォッシュなのかきちんとした取組なのかといったところを意識できるようウォッシュを防ぐための

サポートのようなものがあると良いのかなと思っています。 

私自身が、北海道の東川町を舞台に色々と学びの機会を作らせていただいており、北海道というのは、

資源の可能性はとても大きいと感じております。もしかするとこの SDGs という取組も、道内全体で広げ

ていくことで、全国の先進事例にできるポテンシャルがあるのではないかと感じております。 

ネットワーク支援となるのか普及啓発となるのかはわからないのですが、実践者がより活動しやすいよ

うな、何らかのサポート、例えば、道内で同じように SDGs の教育や研修の活動をしてるところだと、取り

組みたいと考えている企業や学校はあるけど予算がない。また受益者の負担を減らしてあげたいが、なか

なか継続することができないということもある中で、例えば、そうした支援を広めに行うのではなくて、少

しハードルを高くして、こうした取り組みが増えたら良いのではというモデルになるようなところを何団体

か作り、この 5 年で進めていくと、より深まった、実践ができたというところに至るのではないかと感じま

した。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

どうもありがとうございました。 

まずは皆様からコメントをいただきましたが、それぞれのご発言を聞いて、深掘りしたい質問等はござい

ますか。 

 

（北海道環境財団 久保田 学） 

資料１－１で信用保証協会の保証手数料がインセンティブとなって会員数が増加したのではないかとい

う話がありましたが、やはり企業にとって金融機関の力は非常に大きいと思うのです。 

企業ビジネス等と直結している金融機関の方々と組んで、どのように地域のビジネスに SDGsの考え方
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を浸透させるのか、本来はビジネスの持続性自体に直結する話だと思いますので、金融機関と連携して、地

域での取り組みの質を高めていくようなことを、非公開でも構いませんので、進めていけると良いかなと

思いました。 

銀行だけではなく信用金庫や信用組合のほか、農協や漁協は地域で一定の役割を果たされているので、

そうしたところとどのように役立つものにしていくかといった話ができると良いのではないかと思ってお

ります。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

ありがとうございます。 

ちなみに資料１－１の「金融業,保険業」に、銀行や信金などは入っているのでしょうか。 

 

（石本計画推進課主査） 

具体的には、北洋銀行様や北海道銀行様、北陸銀行様、それと各地域の信金様に加入いただいておりま

す。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

例えば、会員の活動状況をもとに連携の観点で情報収集を進めていくと、具体的に繋がる部分がでてく

るのかもしれません。 

 

（石本計画推進課主査） 

今後、金融機関と何ができるかという観点でお話を伺い、今後の取り組みにつなげていけたらと思いま

す。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

農協や生協でも活動が盛んに行われており、農協・漁協の関係でも地域と沢山のつながりがあると思う

ので、その辺を活かすような形で取り組んでいけると良いのではと思い聞いておりました。他の皆さんから

何かございませんか。 

先ほど、ＳＤＧｓの質を高めていくことを考えたときに、認証のようなものがあっても良いのではないか

という話もありましたが、全国的にはこのようなことを行っているとか、まだ進んでいないけれどもこのよ

うな構想があるとか、具体的な事例があればお願いします。 

 

（北海道環境財団 久保田 学） 

ＳＤＧｓそのものは国連の目標で認証制度は無いのですが（民間団体や自治体による様々な認証は存在し

ます）、例えば、環境の分野では多くの認証システムがあります。食料に関しても漁業や食品それぞれに対し

て色々な認証制度があり、そうした既存の認証制度をどれだけきちんと取得しているのか、という評価は

可能です。 

ＳＤＧｓ全分野の認証は大変です。銀行が企業の取組に対して条件を優遇して融資をするように部分的な

認証の例はありますが、そもそも 17ゴールの分野全てを満たすことは難しく、分野ごとに既存の認証制度

も含めた何らかの評価の形を作るのが現実的ではないかと思います。 

 



9 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

 佐々木様、いかがでしょうか。 

 

（JICA北海道 佐々木 美穂） 

ＳＤＧｓ推進ネットワークの会員 2,558社について、どのような取組が多いとか、SDGｓの取組と本業と

の関係など会員の活動分析のようなことを、過去にされたことはあるのでしょうか。そもそも分析ができる

ものなのかわからないのですが。 

 

（石本計画推進課主査） 

これまでも毎年、会員の皆様に取組状況を照会させていただいているのですが、回答いただけないとこ

ろも多く、報告いただいてる取組の中では、本業に関連した取り組みであったり、本業とは関わりなく行っ

ているＳＤＧｓの取組であったりと様々な形があり、具体的な傾向までは見えていません。 

 

（JICA北海道 佐々木 美穂） 

ネットワークに登録するタイミングでは、どのような活動・取組をするかというのは登録項目ではないと

いうことでしょうか。 

 

（石本計画推進課主査） 

実際にＳＤＧｓに関連する取り組みを実施しているか、もしくはＳＤＧｓに関心があることが要件であり、幅

広い方々が登録できるのがこのネットワークの特徴となっております。 

 

（札幌学院大学 橋長 真紀子） 

ＳＤＧｓウォッシュをどのように評価していくのかという話なのですが、エシカルコンシューマーという団

体がイギリスにありまして、国民生活センターのようなことをしているのですが、企業の取り組みが本当に

エシカルなのか、サスティナブルなのかということを評価している第三者機関があります。 

それと同じことをしている団体が京都にありまして、NPO 法人の環境市民という団体なのですが、消費

から持続可能な社会をつくる市民ネットワークという事務局が毎年、企業のエシカル度を通信簿として発表

している報告書があります。 

 その報告書の指標を見ると、やはりＳＤＧｓの観点です。例えばサステナビリティの全体の体制、消費者の

保護や支援、人権・労働、また社会貢献や平和、非暴力、アニマルウェルフェア、環境への配慮とか、そうした

ものを第三者機関として評価してくださる団体があるので、このような事例を参考にしながら、北海道でも

展開していくと良いではと思いました。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

どうもありがとうございました。他にございますか。 

 

（石井計画局長） 

様々なご意見をありがとうございます。いただいたご意見につきましては、改めて事務局内で検討して

いくことになりますが、ポイントと思われるものをいくつか挙げさせていただきます。 

最初に、久保田様からのお話ですが、ゴールやインパクトに関わる調査をしてはいかがかということで、
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佐々木様からもお話がありましたが、出前講座の中で、なるべくわかりやすいＳＤＧｓの説明を考えていき

たいと思っており、その中で先進事例等を調査しながら、検討を深めていくことができたら良いのではな

いかと思っております。 

ＳＤＧｓウォッシュの話がありましたが、ＳＤＧｓの文脈だけで判断するのではなく、メガソーラーに関して

も基本的には法令遵守と思っておりまして、そうした文脈の中でＳＤＧｓとの適合性を見ていくのではない

かというのが今の考え方でございます。 

京野様からのご指摘は、SDGs の理念を施策に落とし込んでいくことが必要なのではないかということ

だと思っておりまして、今回、資料の中で会員の取組を SDGsの 17ゴール毎に分類・整理しておりますが、

道の取組としては総合計画がありますので、主たる施策が、どのようなゴールと結びついているのかを一

旦整理することも効果的ではないかと思っております。 

橋長様からは、オーバーツーリズムを念頭にというお話をいただいており、また皆様からそれぞれ具体の

取組の支援などのお話もいただいておりますが、各地域で市町村と連携してる振興局を交えながら、例え

ば企業支援の場面や相談会などがありましたら、そうした中で SDGs の支援としてできることがないかを

考えていきたいと思っております。 

金融機関との連携については、企業のマッチング支援や信用組合等と連携した相談セミナーの場などの

可能性も探りながら、全ての取組にＳＤＧｓが含まれるわけではないとは思っておりますが、それらの取組

をＳＤＧｓの観点からも見てもらうという効果もあると思っており、そうしたことを通じて何ができるのか考

えを深めていきたいと思っております。 

最後にセミナーの関係ですが、帯広での開催や既存イベントの活用などのお話がございましたけれども、

プラットフォームという形でのワークショップや、ディスカッションできる場を作るとか、来年度ですぐに解

決するものでもないと思いますが、我々としてどのようなことができるのかを考えていきたいと思ってお

ります。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

ありがとうございました。 

私からですが、ＳＤＧｓを推進するビジョンは、道の総合計画にしっかりと繋がっておりますので、日常的

に道内で暮らしている人たち、特に企業は SDGs の側面で活動するとともに、総合計画に沿って活動して

おり、どちらにも繋がることなので、それぞれの分野に応じて、どちらの側面からが取り組みやすいか、見

え方の違いだけなので、何かサポートをすることで、地域毎や分野毎に繋がって行くと良いのではないかと

思います。 

会員が進めている取組をホームページ等で紹介するというインセンティブも重要だと思うのですが、特

に頑張っているところには、やって良かったと思える、さらに取組の質が高まっていくようなメリット、例え

ば賞のような仕組みがあると意識が変わっていくのではないかと。あと５年という中で、質の向上を目指し

て取り組んでくださいというような仕掛けがあると良いのかもしれないと思います。 

全体で進めようとするとなかなか進みにくいので、分野毎に取り組むとか、地域毎に取り組むイベント等

に参加して合同でやるとか、幅広く、行いやすい形で取り組んでいければ良いと思います。 

小中高大学と授業などでＳＤＧｓを伝えてきていますので、もう聞き飽きたという人もいるかもしれませ

んが、SDGs は授業で聞くものだけではなく、社会に直結するような取組でもあるということを、若い人に

繋げていければと思います。 

 他になければ、時間となりましたので、最後に道からお願いします。 
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（諸岡計画推進課長） 

 本日は、多くの貴重なご意見をいただきありがとうございました。 

 今後、いただいたご意見を検討しまして、取組への反映について考えて参りたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 

（北海道大学 出村 誠（座長）） 

 それでは本日の議事は以上とし、進行を事務局にお返しいたします。 

 

（諸岡計画推進課長） 

 出村座長をはじめ委員の皆様には、長時間にわたりご議論いただきまして誠にありがとうございました。

引き続きＳＤＧｓの推進に向けた取り組みを進めて参りたいと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。以上をもちまして、令和７年度北海道ＳＤＧｓ連携会議を閉会とさせていただきます。本日は、誠にあ

りがとうございました。 


